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村上 峰晴

～コメント～

刻字(篆刻)とは

木の板に字を彫り、彫った字に緑青を塗ることです。
(他の色でも可)
日本画で使用する岩彩（クジャク石の粉）をフ糊や
膠(にかわ)に混ぜ、字の部分に塗りますが、フ糊、膠は
扱いにくいので、代わりに木工用ボンドを使用します。
緑青と木工用ボンドをよく混ぜ、筆で塗り、ドライヤー
で乾かす。この作業を5～6回繰り返し、ムラがなく
なったら仕上がりです。
現在私は、厚東区善和で木工房(唐変木)を経営
されている久保田哲夫様に師事をいただいています。
篆書はもちろん漢字や故事ことわざ、山頭火の句、
金子みすゞの詩など作品は多岐に渡っており、緑青の
深い緑と木の肌の色や字の迫力に深い味わいを感じ
ております。
ご覧いただきました皆様には感謝申し上げます。
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